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　【目的】私たち人間は恒温動物であり、常に一定の体温保持のため環境気温の変動による体温

の調節を衣服等によりおこなっでいる。そのため環境気温に応じて適切な衣服材料・着装・形
態を考慮することが望ましい、衣服の保温性・快適性は、衣服の熱抵抗､･被覆面積、衣服下空

気層等により変化するが、暑熱環境下においては、ランニングシャツの使用など、被覆面積の

減少により放熱を促すことが多い。
　本研究では、恒温室を使用し高温環境下で被覆面積を変化させ、運動時における皮膚温・直
腸温等の測定を試み、被覆面積の相違による皮膚温変化の検討を行った。

　【方法】・被験者　成人男性５名　　　　・環境条件　:口)t; ･ 7 0 % R H
　・実験衣服　長袖(綿・被覆比率8ii.3％)　うンニング綿■同08.7％)

　　　　　　　ヌ-ド{同55.1}％)

　・運動負荷　エルゴメータ　　重運動:.4.2KiH･52.-IKcaJ　軽運動べj. 2Kb･14.;jKcal

　・測定条件　安静(2(liiiin)→重運動(lOBiii)→休憩(5!Bin)一軽運動lOnin)一安静(20b in)

　・測定項目　皮膚温・衣服内温度・衣服内湿度・直腸温

【結果】I.平均皮膚温は、重運動時は上昇し、轄運動時には下降する。

　　　　2.被覆面積が大きいほど皮膚温・衣服内温湿度は高い。

　　　　;{.衣服内湿度は、背而より前面の方が高い。

　　　　4:直腸温は、被覆而積の大小に影響されにくい。

　　　　5.快適感では、ヌ―ドよりランニングの方が快適であると回答した被験者が多い。
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　　　　　　　(共立女子大)
【目的】皮膚温は有意に月経周期変動・時刻変動するので、これを踏まえた上で、自律神経系
の一指標である皮膚温に及ぼす人体圧迫の影響を調べた。

　【方法】ｻｰﾓｸﾞﾗﾌf装置を用いて､皮膚温を被験者（23歳の女子1名）自ら測定（月経周期の低温

期）した。30分間（8時30分に入室）安静椅座位（ｼｮｰﾂのみを着用）を保った後の､9時から9時

22分までの22分間の皮膚温を、人工気候室（環境温度:28.0±0.6℃、環境湿度:44.0±4.0％、

気流:10.0±2.0cm/s、照度1200±100 lux）内で測定した。測定部位は左手一掌面（心臓位に保

持）、加圧部位は肘･腕の付け根・アンダーl＼’スFの周囲であった。測定開始6分後と14分後に、いず

れかの部位を8・13 ・25nniiHgのいずれかの強さでｶﾌ（幅llcm）を用いて2分間圧迫刺激した。得

られたｻｰﾓｸﾞﾗﾑの画像から、左手一掌面を代表する8領域を選択し、それぞれの領域における温

度階級頻度分布図を作成した。これから温度階級ごとにその画素数を乗じて加算し、「皮膚温」

を求めた。日々測定した「皮膚温」は､測定開始時刻の「皮膚温」を100とした相対皮膚温に換

算し、少なくとも7日分(7回）以上加算平均して比較した。

　【結果】例えば､左上腕を２回繰り返し圧迫刺激したところ､25nnoilgの圧迫では２回とも圧迫中

有意に相対皮膚温（以下皮膚温と記す）は下がり（t検定法、ａ≦0.05）、圧迫解除後はリズム

的に回復した。13niniHgの迫圧では、１回目の圧迫の影響は認められなかったが、皮膚温は２回

目の圧迫中と圧迫解除後も低下し続けた。また､8nnnHg（10.8gf/cni'）の迫圧では、皮膚温は１回

目の圧迫から２回目の圧迫解除以後に至るもなお下がり続けた。このように、左上腕圧迫に対

する左手一掌面の皮膚温応答は､むしろ弱い圧迫刺激によって大きく影響されることがわかった。
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